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―市議会速報―       
 

  

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
６月１９日の和泉市議会 総務安全委員会の

協議会において、政策企画室長 森吉 豊氏は

上記の報告を行い、北部公共施設整備事業の経

過や検討委員会設立の考え方、スポーツ施設に

ついての方針、信太５号線についてなどの報告

を行いました。 
 

１，保全と活用の検討を進める考え方 
  ―なぜ、検討委員会を設立するかー 

＊ 平成２１年～２２年度の自然環境調査で、

当該市有地には多くの絶滅危惧種が確認さ

れていること。 
＊ 平成２３年市議会第３回定例会において、 

「信太山丘陵の市有地（１６ｈａ）自然環

境の保全に関する請願」が採択されたこと。   
 

以上のことなどから、信太山丘陵市有地につい

ては 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ては、自然環境の保全と市民の財産としての活

用などについて、検討を進めることにいたしま

す。と、説明しました。 
 
２，スポーツ施設と市道信太５号線 
  
 また、スポーツ施設については、平成２４年

度に策定を予定している「スポーツ推進基本計

画」の中に考え方を盛り込むことといたします。 
と述べました。自然環境の保全を検討とすると

していることから、当該地にスポーツ施設を建

設することは明らかに無理であるということを

意味しています。別の機会に、「スポーツ施設は

他の場所で検討する」とも発言されていますか

ら、当該地に関わって「スポーツ施設」か「自

然保護」かの論争に和泉市として一定の判断を

示したといえます。 
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信太山丘陵市有地（１６ｈａ）保全へ前進 

６月１９日和泉市議会総務安全委員会・協議会で報告 

自然環境の保全・活用検討委員会の設置へ 
 
     信太山丘陵市有地の保全と活用について  

 平成１０年度から、公共施設の整備や生活道路拡幅を目指して取り組んできた 
「北部地域公共施設整備事業（Ｓゾーン）」につきましては、平成２３年市議会第

３回定例会における「信太山丘陵の市有地（１６ｈａ）自然環境の保全に関する請

願」の採択や土地開発公社の解散決定等を踏まえ、今年度、「信太山丘陵市有地保

全・活用検討委員会」を設置し、自然環境の保全と市民の財産としての活用等につ

いて、有識者等を交えた検討を行います。   ―政策企画室長― 
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 また、鶴山台から山の谷に抜ける「信太

５号線拡幅整備」については、信太山丘陵

市有地の保全と活用にかかる検討結果を踏

まえ、検討してまいります。と述べました。 
 
３，土地開発公社の解散と市有地化 
 
 経過の説明の一つに、「土地開発公社の解

散」について触れられました。土地開発公

社は、地価が上昇した高度経済成長期に自

治体に代わって土地を先行取得し事業費を

抑える役割を果たしてきました。ところが、 
地価の下落が続く中、開発公社の経営は困

窮し、負債ばかり残ってきました。そうし

た中、国は開発公社の解散をすすめ、解散

のための負債の利子１／２の補助を出すな

どして指導を進めてきました。 
 和泉市もその特例を利用して、開発公社

を解散し開発公社有となっていた当該地を

平成２４年３月に市有地化しました。 
  
４，防衛省の補助はダメになった  
 
 もともと、北部地域公共施設整備事業を

和泉市が進めた大きな動機に防衛省の補助

メニュがありました。（用地代１／２、施設 
２／３の補助―周辺地域の民生安定助成事

業―） 
本日の協議会で、大橋委員の「防衛省の補

助についてはどうなりますか」の質問に対

し、森吉 豊政策企画室長は「用地代の補

助は３月に公社有から市有地になったこと

でダメになった」と答えました。 
また、同委員が「（施設などが）演習場から

どの程度離れて居れば補助の対象になる

か」の問いに対しては、「即答はできない」

と答えました。 
  

５，新規事業は凍結？ 
 
  ただ、気になる部分として、本日の説明で、

「今後の施設整備等に関しては、市有地とな

り用地にかかる利息の累積が止まることで早

急な事業化の必要が無くなったことや、普通

建設事業の新規事業は原則凍結という『和泉

再生プラン』に沿った事業の在り方に立ち戻

ることが必要と考えられます。」と 述べてい

るところです。 
 検討委員会で保全と活用にかかる方向を検 
討したとしても「新規事業」として凍結され 
る可能性があるのかもしれません。 
 信太山丘陵の現状は、ここ１０年近い間に 
樹木が大きく伸び、信太山の特長である草原 
や湿地が浸食されています。生物多様性を守 
る上から早急な保全作業の必要を感じます。 
 
新しい状況での私たちの課題 
 

今日の報告を受け、「信太山丘陵の保全と活 
用」という私たちが訴え続けてきた課題がま

さに具体的な課題として浮上してきました。 
検討委員会は、学識経験者３名と市民３名（公

募）で構成され、９月～１月頃まで４から５

回開催されるということです。 
 私たちが今まで主張し、積み上げてきた成

果をぜひ検討委員会に反映させるべく準備し

ていきたいものです。 
また、「里山自然公園」こそ保全と活用のある

べき姿と主張してきましたが、いっそう内容

を吟味し、理論武装もして現実のものとなる

よう深めていかねばなりません。本当に、「み

んなでつくる里山自然公園」をめざしたいも

のです。 
 現在、運営委員会では、それぞれの「里山

自然公園」の思いを出し合い、深め、検討を

進めています。 
 いろいろなご意見を事務局へお寄せ下さい。 

信太の森ＦＡＮクラブ 
特定非営利活動（ＮＰＯ）法人化へ 
連絡会の参加団体信太の森ＦＡＮクラブは 
６月に法人として認証されます。 
多様な活動を期待します。 

観察・調査会  毎月第４日曜日 
主 催：信太の森ＦＡＮクラブ 
集 合：惣ケ池公園 ９：００保険料１００円 


